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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、

地
域
住
民
の
立
場
に
な
っ
て
地

域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

委
員
は
、子
育
て
や
介
護
、障

が
い
、生
活
困
窮
な
ど
、幅
広
く

相
談
を
受
け
付
け
、行
政
や
事

業
所
な
ど
の
専
門
機
関
へ
相
談

者
を
つ
な
ぎ
、相
談
者
に
合
っ

た
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

を
提
供
。地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

問
題
の
相
談
に
応
じ
、誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
身

近
な
相
談
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

委
員
の
中
に
は
、児
童
福
祉

に
関
す
る
活
動
を
専
門
に
担
当

す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま

す
。主
任
児
童
委
員
は
、い
じ
め

や
不
登
校
に
つ
い
て
学
校
や
教

育
委
員
会
と
話
し
合
っ
た
り
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
育
児
相
談
に
応
じ
た
り
す

る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

問 ☎
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☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎
☎
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　「（仮称）石越こども園新築工事安全祈願祭」は３月16
日、石越町南郷新石沢前の建設予定地で開かれ、関係者
ら21人が出席し、工事期間中の安全を祈願しました。
　石越こども園は「登米市子ども・子育て支援事業計
画」などに基づき、石越幼稚園と石越保育所を再編統合
し、幼保連携型の認定こども園として開設されます。施
設規模は、木造平屋建てで、延べ床面積が約998平方㍍。
石越こども園を運営する社会福祉法人「未来」の伊藤
良
よし

雄
お

理事長は「石越のシンボルとして地域に愛される
こども園を目指していく。事故のない工事をお願いし
たい」とあいさつしました。

伊藤理事長がくわ入れし、安全を祈願。石越こども園は令和３年
４月に開園を予定しています。

　「放送大学の放送番組を記録したDVD等の視聴に関
する覚書締結式」は３月17日、市役所迫庁舎で開かれ、
市は放送大学宮城学習センター（大渕憲

けん

一
い ち

所長）と登米
視聴学習室開室の覚書を締結しました。
　放送大学は、全国約９万人の学生が在籍する通信制
の大学。覚書を締結したことで、登米市と近隣の在学生
が中田生涯学習センターでDVDを使った学習ができ
るほか、在学生でなくても体験学習としてDVDを視聴
できるようになります。大渕所長は「締結を機に、在学
生の勉学向上と近隣住民の生涯学習につながることを
願っています」と期待を寄せました。

放送番組を記録したDVDは、６コース100 科目を超える内容
のものを配置する予定です。

開通を記念した関係車両による走り初めの後、午後３時から一
般車両の通行が可能になりました。

　「一般国道346号錦織バイパス開通の感謝を伝える
会」は３月７日、東和町錦織地内で開かれ、宮城県東部
土木事務所登米地域事務所の菊地潤

じゅん

所長や熊谷盛
もり

廣
ひ ろ

市長らがテープカットをして錦桜橋東側の約２㌔㍍の
区間の開通を祝いました。
　錦織地内の市街地の道路は、道幅が狭くてカーブが
多く、事故が多かったことから、2006年から県がバイパ
ス整備事業に着手し、このたび開通を迎えました。出席
した錦織４区区長の森本欣

きん

八
ぱ ち

郎
ろ う

さん（75）は「開通を心
待ちにしていました。みんなの願いだった錦織バイパ
スが完成してうれしいですね」と話していました。



今月のホットライン
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熊谷盛廣市長は「寄贈していただき大変ありがたい。教育の現場で
しっかりと有効に活用していきたい」と感謝を述べました。

　佐沼ロータリークラブ（山田正
ただし

会長）が３月24日、市役
所迫庁舎を訪れ、教育の現場で役立ててほしいと市にテ
ィンパニー４台を寄贈しました。
　ロータリークラブは、国際的な社会奉仕団体で200以
上の国に３万５千以上のクラブがあり、会員数は120万
人以上を誇ります。佐沼ロータリークラブは1964年に設
立され、現在は51人の会員が活動。山田会長は「豊かな感
受性を育むよう積極的に活用いただきたい。今後も地域
活性化に向けまい進していく」と寄贈の思いを話しまし
た。寄贈されたティンパニーは中田中学校の授業や部活
動、市の音楽行事などで活用する予定です。

　宮城オルレ「登米コース」が３月21日、「気仙沼・唐桑
コース」「奥松島コース」「大崎市・鳴子コース」に続き、
県内４つ目のコースとしてオープンしました。
　オルレは、韓国済

チェ

州
ジ ュ

島の方言で「通りから家に通じる
狭い路地」という意味があり、トレッキングの代名詞と
して使われるようになりました。登米コースは、豊里公
民館と平筒沼ふれあい公園を結ぶ約11㌔を４～５時間
程度で歩く初級コース。参加した長澤明

あ け

美
み

さん（50）
＝栗原市＝は「景色や野の花を眺めながら、友達と歩き
ました。季節を感じさせてくれるので、桜や新緑、紅葉
の時期にも歩いてみたいですね」と声を弾ませました。

参加者は旧北上川や田園などの自然と地域の歴史や文化に触れ
ながら、楽しそうに歩いていました。

左から中島署長、佐藤町長、熊谷市長、佐藤代表取締役。協定書に
署名し、自然環境の再生と森林・林業の振興を誓い合いました。

　「南三陸地域森林整備推進協定締結式」は３月24日、
南三陸町役場で開かれ、市は宮城北部森林管理署（中島
勇
いさ

雄
お

署長）、南三陸町（佐藤仁
じん

町長）、株式会社佐
さ

久
きゅう

（佐藤
久
きゅう

一
い ち

郎
ろ う

代表取締役）と協力して森林を整備するための
協定を締結しました。
　協定は、国、地方自治体や民間企業が連携し、自然環境
の再生と森林整備の効率化が目的。イヌワシの生息地と
して知られる翁

おきな

倉
くら

山
やま

を中心とした森林で、イヌワシの生
息環境の再生や温暖化対策など、多面的機能の向上を目
指します。熊谷盛

もり

廣
ひろ

市長は「大切な森林をこれからも守
っていきたい」と力を込めました。
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移
住
・
定
住
す
る
た
め
、市
内
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
人

に
助
成
し
ま
す
。建
て
替
え
や
住

み
替
え
は
対
象
外
で
す
。

▼
世
帯
区
分
Ⅰ
＝
申
請
者
お
よ
び

配
偶
者
が
40
歳
未
満
の
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅱ
＝
申
請
者
ま
た
は

配
偶
者
が
40
歳
未
満
の
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅲ
＝
世
帯
区
分
Ⅰ
、

Ⅱ
に
該
当
し
な
い
世
帯

▼
世
帯
区
分
Ⅰ
／
上
限
額
50
万
円

（
中
古
の
場
合
、25
万
円
）

▼
世
帯
区
分
Ⅱ
／
上
限
額
35
万
円

（
中
古
の
場
合
、17
万
５
千
円
）

▼
世
帯
区
分
Ⅲ
／
上
限
額
25
万
円

（
中
古
の
場
合
、12
万
５
千
円
）

※
世
帯
区
分
Ⅰ
に
該
当
し
、市
内

転
居
に
よ
り
３
月
31
日
以
前
に
住

宅
を
取
得
し
た
人
は
、令
和
元
年

度
の
交
付
基
準
に
３
分
の
１
を
乗

じ
た
額
を
交
付

※
ひ
だ
ま
り
タ
ウ
ン
よ
ね
や
ま
の

宅
地
を
購
入
し
、住
宅
を
新
築
し

た
人
は
、平
成
30
年
度
の
交
付
基

準
に
よ
り
交
付

▼
加
算
額（
市
内
業
者
が
施
工
し

た
場
合
＝
10
万
円
、中
学
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
＝
１
人
に

つ
き
５
万
円
）住

宅
を
取
得
し
て
か

ら
６
カ
月
以
内

　

市
内
の
賃
貸
、売
却
可
能
な
空

き
家
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。物
件
情
報
の
提
供
お
よ
び
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
活
用

し
て
空
き
家
を
改
修
す
る
人
に
、

対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
額

50
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

補
助
金
の
申
請
額
の

総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
、受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

※
ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ
み
内
に
設

置
し
て
い
た
、移
住
・
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、４
月
か
ら
迫
庁

舎
２
階
の
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課
内
に
移
転
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く

り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

※
移
住
・
定
住
支
援
の
詳
細
は
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す

 医療局経営管理部
 経営管理課（人事係）
 〒987－0511登米市迫町
 佐沼字下田中25番地
 （登米市民病院内）
 ☎0220（21）6888

登米市民病院・地域医療連携センター（多目的ホール）
申込書は、医療局経営管理部経営管理課で配布します（午前８時30分

～午後５時15分［平日］）。郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、「採用試験申
込書請求」と朱書きし、宛先を記入した 120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４版が入
る大きさ）を必ず同封してください。申込書は、市および医療局ホームページからもダウ
ンロードできます

市および医療局ホームページに掲示し、受験者全員に結果を郵送で通知します
合格者は任用候補者名簿に登録し、登録者の中から採用者を

決定します。合格者全員が採用されるとは限りませんのでご注意ください
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❶賃金は、実働８時間を基準とします❷未整備田（開田など）、地形、地質、作業内容など、通常と異なる場合は双方協議の上、決めてくださ
い❸区画の考え方は、ほ場ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で20㌃だけ作業する場合は「30㌃未満」の区画料金を適用）
※料金表は各総合支所に準備しています。また、市公式ホームページにも掲載しています

農業委員会事務局（農政総務係） ☎0220（34）2317
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　昨年11月下旬から今年の１月末にかけて実施し
た調査結果について報告します。

民間事業者８社（建設会社やハウス
メーカーなど）

❶敷地のポテンシャルや利便性が高い点
は評価できるが、土地の間口が狭く反対車線から車
で入ることができない点が懸念事項である❷現在の
建物を利活用した場合は、賃料収入があまり期待で
きないため可能性は低い
※物産直売所の併設については、併設可能と不可能

で意見が分かれました
❶登米市民のやりたいことを

かなえてくれる空間❷カフェスペースもある直売所
❸現在の物産館の継続・拡充❹ゲストハウス、ダイニ
ングカフェ❺仙台学寮の存続と観光・物産ＰＲセン
ターなど
　今後は、直売所の必要性を検討しながら本施設の
将来目的を決め、公募型プロポーザルで優先交渉権
者を決定し、官民連携での整備を進めていきます。

総務部総務課（財産係）☎0220（22）2091

人事往来
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活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　　
「
食
」は
私
た
ち
の
心
身
を
豊
か

に
す
る
一
方
、食
べ
方
に
よ
っ
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。食
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

５
月
〜
令
和
３
年
３

月（
全
６
回
）市内

在
住
の
20
歳
以
上

の
人
＝
20
人（
先
着
順
）

健
康
づ
く
り
講
話
、

実
習
、体
験
、食
育
、生
活
習
慣
病

予
防
、高
齢
者
低
栄
養
予
防
な
ど

無
料電

話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

５
月
11
日（
月
）

◉

㊎

㊍  

㊎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉休日（日曜日）：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間（月・水曜日）（祝日、年末年始を除  
  く）：受付時間18：00～20：00
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

市
内
在
住
の
、妊
婦
か
ら
乳

児
期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
受

付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

❶
気
に
な
る
こ
と
、自
分
の

気
持
ち
な
ど
の
語
り
合
い
❷
親
子

の
触
れ
合
い
❸
専
門
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

市
民
生

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

❶
 ▶

❷
 ▶
　
　

☎ ㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊋
☎ ☎

㊌
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

５
月
22
日（
金
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

南
方
保
健
セ
ン
タ
ー

※
２
回
目
以
降
は
町
域
ご
と
に
開

催
し
ま
す

市
民
生

活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

㊎ ☎

㊋ ☎

㊌ ☎
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迫
　新田幼稚園（松ヶ根幸

さち

子
こ

園長、園児38人）の「ひな祭り会」
は３月３日、同園の遊戯室で開かれ、園児たちが日本の行事
と伝統を楽しみながら学びました。
　７段飾りのひな人形が飾られた遊戯室に着物姿の園長が
登場すると園児は大喜び。園児は、みんなでひな祭りの歌を
合唱し、園長からひな祭りの由来を学んだり、お茶の作法を
教わり、お茶会の雰囲気を体験したりし、日本の伝統に触れ
る貴重なひとときを過ごしました。

登米
　「ピーターパン基金贈呈式」は３月16 日、登米総合支所
で開かれ、石巻商工信用組合登米支店（岩渕一

かず

憲
のり

支店長）
から登米町子ども会育成会（米谷甚

じん

市
いち

会長）へ寄付金が手
渡されました。
　ピーターパン基金は、子ども会ゆめ活動支援事業の育成
助成資金として、子どもたちが企画した夢のある活動を支
援することに活用されます。米谷会長は「子どもの健全育
成に役立てたい」と話していました。

東和
　東和町米川の蚕

こ

飼
がい

山
さん

山頂の監視所と車両での巡回による
「山火事監視パトロール」が３月16日から５月10日まで実
施されています。
　春先は、入山者が多くなり、空気が乾燥して火災の発生す
る恐れも高まります。山火事監視業務は、山火事をはじめと
する火災や不審火を早期に発見するため、合併前から東和
町で継続している事業。監視員は被害が発生しないよう毎
日交代で定点観測と林道パトロールを実施しています。

中田

TOWNS TOPICS

　宝江地区の「交通死亡事故ゼロ3000日達成表彰式」は２
月20日、浅水地区の「交通死亡事故ゼロ2000日達成表彰
式」は３月９日、市役所中田庁舎で開かれ、市交通安全対策
協議会と佐沼警察署から宝江コミュニティ運営協議会（田
島幹

みき

雄
お

会長）と浅水コミュニティ運営協議会（羽生進
すすむ

会長）
へ褒状が贈られました。
　両会長は「地域の皆さんと協力しながら、交通死亡事故ゼ
ロを継続していきたい」と決意を新たにしていました。
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豊里
　豊里小・中学校（伊藤浩

ひろし

校長、児童生徒524人）の総合的
な学習「地域を知る」は２月27日、豊里町出身の国選定保存
技術保持者でスレート葺き職人の佐々木信

しん

平
ぺい

氏を講師に招
いて開かれ、３年生58人が職人の技を学びました。
　佐々木氏からスレートの歴史や産地の講話を受けた後
は、五角形のコースター作りに挑戦。石を切る道具を使う
と、簡単に石が切れることに驚きの声が上がりました。最後
は紙やすりで磨きをかけ、作品を仕上げていました。

石越
　「夏川・迫川の堤防一斉清掃」（石越町河川愛護会主催、松
浦耕

こう

治
じ

会長）は３月８日、同河川敷で実施され、地域住民約
900人が参加しました。
　堤防一斉清掃は、石越地区全戸参加による毎年恒例の奉
仕作業。１年振りの堤防の清掃活動に参加者は真剣に取り
組み、手際よくゴミの撤去や草木の焼却作業をしました。堤
防は約３時間ですっかりきれいに。本年の堤防清掃も、けが
人を出すことなく終えることができました。

津山
　認定こども園つやま杉の子こども園が４月から開園する
ため閉園となるつやま幼稚園（佐々木志

し

麻
ま

園長、園児16人）
で３月16日、閉園式が開かれました。
　子どもの笑顔に包まれ、保護者や地域に支えられ、思い出
が詰まったつやま幼稚園。自然豊かな環境で伸び伸びと遊
び、たくさんの行事を経験して多くの子どもたちがつやま
幼稚園から巣立っていきました。閉園式では元気に子ども
たちが園歌を合唱し、３月31日に閉園を迎えました。

米山
　よねやま保育園（宍戸栄

えい

子
こ

園長、園児39人）の「野菜畑づ
くり」は３月18日、同園庭にある畑で開かれ、園児たちは野
菜作りの基礎となる土作りを学びました。
　学校支援ボランティアの橋浦義

よし

一
かず

さんと大友孝
こう

一
いち

さん
が、自前の耕運機で固くなった畑の土を耕す様子を園児た
ちは興味津々に観察。今後、耕した畑にはジャガイモ、サツ
マイモ、キュウリ、ミニトマト、ナスを植え、収穫した野菜は
給食や焼き芋会、収穫祭の行事などで活用する予定です。

南方
　南方元気っ子クラブ事業「親子クッキング」は２月22日、
南方農村環境改善センターで開かれ、南方地区の児童生徒
や保護者約30人が参加しました。
　南方元気っ子クラブ事業は南方地区にある３つの小学校
の３～６年生が交流し、自主性や協調性などを養うことが
目的。今年度最後の活動となった親子クッキングでは、みん
なで協力しておにぎらずやいちご大福を作り、今年度の活
動を映像で振り返りながら試食して交流を深めました。
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利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　図書館を身近に感じ、読書の楽しさを知って
もらえるよう、「こどもの読書週間」に合わせて
イベントを開催します。子どもから大人まで楽
しめ、いろいろな本に触れることで、すてきな１
冊と出会えるチャンスです。

４月23日（木）～５月12日（火）
※対象図書がなくなり次第終了

午前９時～午後５時　
登米図書館

登米図書館
☎0220（52）5330
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Health

　長寿のお祝いに支給している敬老祝金に
ついて、持続可能な制度にするため、支給年
齢や支給額などを見直し、４月から制度が
変わりました。
　敬老祝金の支給対象となるのは、95歳と
100歳の人で、95歳の人には９月に、100歳の
人には誕生日に長寿介護課から連絡しま
す。詳細は問い合わせください。

福祉事務所長寿介護課
（長寿社会係）☎0220（58）5551
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　174㌢でＢ型です。
　迫町にあるトヨテツ東北で働い

ています。昔からプラモデルを組み立てたり、
機械をいじったりすることが好きで、自動車
に携わる仕事に興味がありました。夜勤や忙
しい時期には残業もありますが、先輩や同世
代の人たちに恵まれ、楽しく仕事をしていま
す。みんなと協力しながら時間内に仕事を終
えることができたときに、達成感を感じます。

　人見知りです。同級生でも初
対面の人には敬語で話してしまいます。打ち
解けるまでに時間がかかりますが、趣味など
が合うと一気に親しくなります。周りからは、
真面目だねと言われることもあります。

　釣りですね。仕事が早く終わった
ら、平筒沼や長沼で釣りをしています。釣り
というと、待っているだけで退屈だと思う人
もいるかもしれませんが、餌の選び方、糸の
動かし方や上げるタイミングなどのスキル
を磨き、魚と駆け引きする楽しさがあります。
冬はスノーボードもやっています。今シーズ
ンは暖冬で雪が少なかったですが、４回は行
きましたね。

　気さくでしゃべりやすい
人がいいですね。

　乗り物酔いを克服
して、船釣りをしてみたいですね。父も釣り
が好きで、釣ってきた魚をさばく姿を見て
育ったので、いずれは自分も釣った魚がさば
けるようになりたいです。

　環境がよく、自然豊
かで住みやすいまちだと思います。生活する
には不便はないですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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2018年３月１日生まれ
中田町・町　瞭太さんの長男

くん（２歳）

おままごとが大好きな絃。お手伝いも
たくさんしてくれます。これからも優
しい子に育ってね。

Monthly Hot Communication

Child

ちゃん（１歳） くん（１歳）

2019年３月30日生まれ
迫町・江合　力斗さんの長女
にこにこ笑顔でなんでも食べてくれ
る元気いっぱいのこあちゃん。これ
からもお兄ちゃんと仲良くね。

2019年３月24日生まれ
迫町・錦東　真吾さんの長男
いつもにこにこの航成。その笑顔で
みんなを幸せにしてね。

日本代表になって世界で活躍
　ぼくの夢は、プロサッカー選手になるこ
とです。ぼくは、小学１年からエスペラン
サ登米ＦＣでサッカーを始め、主にミッド
フィルダーとしてプレーをしています。監
督やコーチが、熱心に分かりやすく指導し
てくれるので、チームメートと一緒に真剣
に練習に取り組んでいます。その成果もあ
り、県大会では２年連続ベスト８まで進む
ことができました。次はベスト４、決勝そし
て優勝を目指したいです。
　ぼくが憧れているサッカー選手は、ＦＣ
バルセロナのメッシ選手です。メッシ選手
は、パス、ドリブル、シュート、フェイントな
どのテクニックどれをとっても超一流で
す。そのプレーは、異次元で観客を楽しませ
てくれます。そんなメッシ選手に少しでも
近づけるように、今まで以上に練習に励み、
サッカーができる環境を与えてくれる全て
の人たちに感謝し、夢に向かって進んでい
きたいです。
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お
見
合
い
だ
ね
。昔
は
親

の
勧
め
が
大
き
が
っ
た
ね
。

真
面
目
そ
う
な
人
だ
ど

思
っ
た
ね
。

初
め
で
語
る
げ
ど
、か
わ

い
が
っ
た
ね
。

面
倒
見
が
い
い
ね
。あ
ど

心
配
性
な
ど
ご
も
あ
る
な
。

働
き
者
で
我
慢
強
い
ね
。

農
業
が
忙
し
く
て
、新
婚

生
活
ど
こ
ろ
で
ね
が
っ
た
な
。

農
耕
用
の
牛
を
飼
っ
て

だ
が
ら
、ど
ご
だ
り
ど
出
歩
け
な

が
っ
た
し
ね
。結
婚
し
て
し
ば
ら

「
古
里
の
春
の
彩い

ろ

」

　

古
里
で
18
年
の
月
日
を
過
ご
し
、

愛
知
県
に
嫁
い
で
45
年
ほ
ど
の
歳

月
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

今
年
は
暖
冬
の
せ
い
か
、わ
が

家
の
庭
の
水
仙
や
紅
梅
の
開
花
が
、

い
つ
も
よ
り
10
日
以
上
も
早
く
、

今
で
は
散
り
始
め
て
い
る
。

　

鉄
砲
丁
に
あ
っ
た
生
家
の
庭
に

は
、春
の
兆
し
を
い
ち
早
く
美
し

い
花
と
香
り
で
教
え
て
く
れ
る
大

き
な
白
梅
の
木
や
中
国
か
ら
移
入

さ
れ
た
花
木
の
紫
木
蓮
、白
の
五

弁
の
小
花
が
枝
に
沿
っ
て
咲
き
、

雪
が
積
も
っ
た
よ
う
に
見
え
る
雪

柳
の
木
が
あ
り
、そ
れ
ら
全
て
が

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
た
。

　
「
花
は
野
に
あ
る
よ
う
に
慎
み

深
く
お
ご
ら
ぬ
よ
う
に
生
け
よ
」

と
、千
利
休
が
諭
し
た
侘わ

び
の
心

そ
の
ま
ま
に
、素
朴
な
花
が
好
き

だ
っ
た
祖
母
は
、一
枝
切
っ
て

Monthly Hot Communication

One's Home

く
た
っ
て
か
ら
鳴
子
に
旅
行
さ

行
っ
た
ね
。

車
で
山
、海
な
ど
の
自
然

や
神
社
仏
閣
を
見
で
歩
ぐ
の
が
楽

し
い
ね
。天

気
が
い
い
ど
、お
じ
い

さ
ん
が「
さ
ぁ
、行
ぐ
ど
」っ
て
言

う
か
ら
、ド
ラ
イ
ブ
に
追
っ
掛
け

で
行
く
の
。

細
か
い
こ
と
は
気
に
し
な

い
で
聞
き
流
す
こ
と
。

気
に
な
ら
な
く
な
る
ま
で

我
慢
す
る
こ
と
だ
よ（
笑
）。

一
緒
に
出
掛
け
て
、い
ろ

ん
な
景
色
を
見
で
歩
き
た
い
ね
。

一
緒
に
同
じ
景
色
を
見
で
歩
き
た
い
ね

は
玄
関
や
床
の
間
に
生
け
て
い

た
。そ
の
せ
い
か
、私
も
気
忙
し
い

日
々
の
生
活
の
中
、細
や
か
な
花

器
に
花
が
野
に
あ
る
よ
う
に
生
け

て
楽
し
ん
で
い
る
。

　

小
学
生
の
頃
、祖
母
に
連
れ
ら

れ
、田
ん
ぼ
道
に
あ
っ
た
土つ

く

し筆
や

ヨ
モ
ギ
、フ
キ
ノ
ト
ウ
な
ど
を
籠

い
っ
ぱ
い
に
摘
ん
だ
。そ
れ
ら
は

朝
露
に
濡
れ
、新
鮮
そ
の
も
の
。摘

草
の
持
ち
味
で
あ
る
ぬ
め
り
、苦

み
、酸
味
を
生
か
し
、き
な
粉
と
砂

糖
を
た
っ
ぷ
り
か
け
た
草
餅
や
フ

キ
ノ
ト
ウ
の
つ
く
だ
煮
、天
ぷ
ら
、

お
ひ
た
し
な
ど
を
作
っ
て
食
べ
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。懐
か
し
い
古
里

の
味
、祖
母
の
味
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
春
の
和
や
か
な
行
楽
風

景
も
、な
ぜ
か
今
で
は
目
に
す
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。寂
し
い
限

り
で
あ
る
。し
か
し
、私
の
心
の
中

で
は
古
里
の
春
を
告
げ
る
花
や
摘

草
へ
の
郷
愁
は
枯
れ
る
こ
と
な
く

深
く
生
き
続
け
て
い
る
。

　

今
年
は
母
の
七
回
忌
。佐
沼
に

住
ん
で
い
る
い
と
こ
夫
婦
、仙
台

と
東
京
に
住
ん
で
い
る
兄
夫
婦
と

共
に
素
朴
で
ふ
ん
わ
か
と
し
た
ぼ

た
餅
を
食
べ
な
が
ら
、昔
話
に
花

を
咲
か
せ
た
い
。そ
の
頃
、佐
沼
中

学
校
の
隣
に
あ
る
墓
地
に
は
ど
ん

な
花
が
咲
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

祖
母
や
両
親
が
好
き
だ
っ
た
野
の

花
を
い
っ
ぱ
い
墓
前
に
供
え
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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●
６
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、４
月
30
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
、農
産
物
直
売
所「
産
直

な
か
だ
愛
菜
館
」の
志
田
政ま

さ

彦ひ
こ

店

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

切
り
花
は
売
れ
筋
商
品
で
す
。

農
家
直
送
な
の
で
、鮮
度
が
よ
く

て
日
持
ち
す
る
上
、値
段
も
お
手

頃
。花
を
目
当
て
に
来
店
さ
れ
る

人
も
増
え
て
い
て
、春
、秋
の
彼
岸

や
お
盆
時
期
に
は
、切
り
花
の
売

り
場
面
積
を
増
や
し
、品
薄
に
な

ら
な
い
よ
う
生
産
農
家
か
ら
１
日

に
何
回
か
入
荷
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

新
商
品
は
薄
い
青
色
が
特
徴
的

な「
ア
ロ
ウ
カ
ナ
卵
」。ア
ロ
ウ
カ

ナ
と
は
、青
い
卵
を
産
む
鳥
の
こ

と
で
す
。一
般
的
な
卵
に
比
べ
て
、

栄
養
価
が
高
く
、老
化
防
止
の
成

分
と
い
わ
れ
る
レ
シ
チ
ン
が
約
２

倍
、疲
労
回
復
や
免
疫
力
増
加
の

効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。調
理
方
法
は
一
般
的
な
卵
と

同
じ
で
す
の
で
、一
度
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

開
店
16
周
年
を
迎
え
、日
頃
の

感
謝
を
込
め
て
６
月
に
記
念
セ
ー

ル
を
開
催
予
定
で
す
。期
間
中
は

記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

農
産
物
直
売
所

「
産
直
な
か
だ
愛
菜
館
」

☎
０
２
２
０（
３
５
）３
０
５
０
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た
だ
し
、事
業
期
間
が
複
数
年
度

に
わ
た
る
場
合
、２
年
目
は
３
分

の
１
以
内

９
月
30
日（
水
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

令
和
３
年
度
に
実
施
す
る
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。申
し
込
む

際
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
❶
〜
❹
全
て
の

要
件
に
該
当
す
る
団
体
❶
市
内
に

活
動
の
拠
点
が
あ
る
❷
構
成
員
が

５
人
以
上
❸
運
営
や
組
織
に
関
す

る
規
約
ま
た
は
会
則
を
定
め
て
い

る
❹
政
治
活
動
、宗
教
活
動
ま
た

は
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
、２
年
を

限
度
と
し
ま
す

補
助
率
２
分
の
１

以
内
で
、50
万
円
を
上
限
に
補
助
。

　

東
日
本
放
送
の
主
催
で
開
催
さ

れ
て
い
る「
み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
大
賞
」。今
年
も
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、応
募
内

容
に
よ
り
選
考
し
ま
す

観
光
、物
産
、伝
統
、

人
物
、歴
史
、自
然
な
ど
、登
米
市

の
自
慢
や
魅
力
を
表
現
し
た
未
発

表
の
作
品

25
文
字
以
内

30
秒

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
Ｈ

Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
・
Ｈ
Ｄ
Ｖ
）ま
た
は
ビ
デ

オ
デ
ー
タ（
Ａ
Ｖ
Ｉ
・
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

２
・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
な
ど
）

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
人
や
団
体

応
募
作
品
の
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
ま
す

６
月
26
日（
金
）ま
で

に
❶
氏
名（
団
体
の
場
合
は
団
体

名
と
代
表
者
氏
名
）❷
住
所
❸
電

話
番
号
❹
職
業
ま
た
は
学
校（
学

年
）❺
作
品
タ
イ
ト
ル（
仮
称
可
）

❻
作
品
の
大
ま
か
な
内
容
を
任
意

の
様
式
に
記
入
の
上
、直
接
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

作
品
は
、９
月
11
日

（
金
）ま
で
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い制

作
、編
集
・
加
工

の
費
用
は
、全
て
応
募
者
負
担
と

な
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　

登
米
市
内
の
皆
さ
ん
を
、サ

ポ
ー
タ
ー
自
由
席
に
無
料
で
招
待

し
ま
す
。家
族
や
友
人
と
、ベ
ガ
ル

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

、
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モ
ー
シ
ョ
ン
課（
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

企
業
の
概
要
説
明
な
ど
、就
職

希
望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
15
日（
金
）

７
月
３
日（
金
）

登
米
総
合
体
育
館

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

※
申
し
込
み
の
詳
細
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）を
活
用

し
て
登
米
市
の
魅
力
を
発
信
し
た

り
、認
知
度
を
向
上
さ
せ
た
り
す

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
個

人
・
団
体
を「
登
米
市
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

■▼
本
市
の
魅
力
、地
域
資
源
な
ど

の
情
報
発
信
、Ｐ
Ｒ
活
動

▼
市
の
知
名
度
や
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
事
業
、イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
・
協
力
な
ど

■
　

活
動
が
可
能
な
人
は
、ど
な
た

で
も
登
録
可
能（
年
齢
、国
籍
を
問

い
ま
せ
ん
）

■▼
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。サ
ポ
ー

タ
ー
に
登
録
し
た
人
に
は
、登
録

証
、Ｐ
Ｒ
用
グ
ッ
ズ
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
無
償
で
提
供

▼
登
録
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
が

確
認
さ
れ
た
人
に
は
、記
念
品
を

贈
呈

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

る
予
定
で
す

ベ
ガ
ル
タ
仙
台 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）５
６
４

　

市
で
は
、食
・
自
然
・
文
化
や
歴

史
な
ど
、市
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、登
米
市
を
知
ら
な
い
人
に
は

「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、住
ん
で
み

た
い
ま
ち
」に
選
ば
れ
、市
民
の
皆

さ
ん
に
は
登
米
市
に
対
し
て
愛
着

や
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

　

取
り
組
み
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の

タ
仙
台
に
熱
い
声
援
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。】６

月
20
日（
土
）午
後
６

時
試
合
開
始

ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

仙
台（
仙
台
市
泉
区
）

１
０
０
組
２
０
０
人（
抽

選
）

サ
ポ
ー
タ
ー
自
由

席※
申
し
込
み
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
み
で
、

Ｊ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｄ
へ
の
登
録（
無
料
）

が
必
要
で
す

６
月
３
日（
水
）ま
で

に
Ｊ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｄ
に
登
録
さ
れ
て

い
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
配
信
す

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶
▶
▶

☎
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10
年
以
内（
据
置
期

間
は
１
年
以
内
）

７
月
31
日（
金
）（
予
定
）

】登
米
市
社
会
福

祉
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

※
申
請
の
窓
口
は
登
米
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
各
支
所
で
す

５
月
１
日
時
点
で
市
内
に

住
所
を
置
き
、本
年
４
月
に
第
３

子
以
降
が
小
学
校
に
入
学
し
た
保

護
者

１
人
に
つ
き
３
万
円

４
月
中
旬
に
、申
請
書

や
支
給
要
綱
な
ど
を
小
学
校
を
通

し
て
配
布
し
ま
す
。支
給
対
象
と

な
る
場
合
は
、５
月
25
日（
月
）ま
で

に
、申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
小
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
請
書
の
内
容
を
確

認
後
、結
果
を
通
知
し
ま
す

※
第
３
子
以
降
が
小
学
校
に
入
学

し
て
も
、該
当
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。詳
細
は
、支
給
要
綱
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。ま
た
、市
内

に
住
所
を
置
き
、第
３
子
以
降
が

他
の
市
町
村
の
小
学
校
に
入
学
し

た
場
合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、休
業
な

ど
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、緊
急

か
つ
一
時
的
な
生
計
維
持
の
た
め

の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯

10
万
円
以
内（
学

校
の
休
業
な
ど
の
場
合
、特
例
と

し
て
20
万
円
以
内
）

無
利
子（
連
帯
保
証
人
不
要
）

２
年
以
内（
据
置
期

間
は
貸
付
後
１
年
以
内
）

７
月
31
日（
金
）（
予
定
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、収
入
の

減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、生
活

に
困
窮
し
、日
常
生
活
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯

▼
月
20
万
円
以
内

（
世
帯
員
２
人
以
上
）▼
月
15
万
円

以
内（
単
身
世
帯
）

無
利
子（
連
帯
保
証
人
不
要
）

※
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事

業
所（
登
米
市
自
立
支
援
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー 

そ
・
え
ー
る
登
米
）

へ
の
相
談
が
必
要
で
す

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

　

現
在
実
施
し
て
い
る
東
日
本
大

震
災
被
災
者
の
水
道
加
入
金
、各

種
手
数
料
の
減
免
措
置
を
、令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

❶
水
道

加
入
金
❷
給
水
装
置
工
事
設
計
審

査
手
数
料
❸
給
水
装
置
工
事
し
ゅ

ん
工
検
査
手
数
料
❹
道
路
占
用
申

請
事
務
手
数
料

東
日
本
大
震
災
で
居
住

す
る
住
宅
が
、り
災
証
明
書
に
よ

り
全
壊
、大
規
模
半
壊
と
判
断
さ

れ
、市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
を
新
築
・
改
造
す
る
人

全
額

給
水
装
置
工
事
申
込

書
、り
災
証
明
書（
写
し
）

令
和
３
年
３
月
31
日

（
水
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

令
和
２
年
４
月
分
か
ら
令
和
３

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
５
４
０
円
で

す
。保
険
料
は
、金
融
機
関・
郵
便

局・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
ら
れ
ま
す
。納
付
書
払
い
以
外
の

納
付
方
法
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
た
も
の
や
、便
利
で
お
得
な
口
座

振
替
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、納
付
期

限
ま
で
に
保
険
料
が
納
付
さ
れ
な

い
場
合
、電
話
、文
書
、訪
問
に
よ

る
早
期
納
付
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。未
納
の
ま
ま
放
置
し
た
場
合

は
、強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り

督
促
し
ま
す
。指
定
期
限
ま
で
に

納
付
が
な
い
場
合
は
、延
滞
金
が

課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、納
付
義

務
者（
※
）の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。早
め
の
納

付
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、納
付
が
困
難
な
場
合
は
、免

除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
者
と
は
、被
保
険
者

本
人
、連
帯
納
付
の
義
務
を
負
う

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
で
す

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６
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市
内
で
令
和
３
年
３
月

ま
で
に
新
た
な
事
業
を
開
始
す
る

人※
す
で
に
個
人
事
業
主
で
、新
た

な
事
業
を
開
始
す
る
場
合
や
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
店
の
オ
ー

ナ
ー
な
ど
、本
社
か
ら
の
指
示
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

支
援
対
象
期
間（
交

付
決
定
後
〜
令
和
３
年
３
月
15

日
）の
従
業
員
の
人
件
費
、店
舗
な

ど
の
借
り
上
げ
料
、設
備
費
、仕
入

れ
・
材
料
費
、委
託
費
、旅
費
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
２（
上
限
２
０
０
万
円
）ビ

ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
提
出
い
た
だ
き
、審

査
会
で
選
考
。地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
、雇
用
創
出
効
果
の
高
い

も
の
を
支
援
し
ま
す

１
件
程
度

５
月
29
日（
金
）

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を

始
め
る
人
に
、建
物
の
改
装
費
や

賃
借
料
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者

改
装
お
よ
び
設

備
に
係
る
経
費
、設
計
費
、賃
借
料

な
ど

補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
１

通
年

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
け
付

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
、商
談
会
へ
の
出
展
、

店
舗
改
修
な
ど

設
備
費
、委
託

費
、旅
費
、謝
金
、借
り
上
げ
料
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
３
分

の
１

通
年

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
け
付

け
終
了

　

市
内
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
雇

用
を
創
出
す
る
た
め
、創
業
時
に

必
要
な
資
金
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

登
米
市
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
と
よ
ま

０
１
２
０（
５
３
１
）１
６
７

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

　

実
施
す
る
こ
と
で
売
上
高
が
増

え
る
見
込
み
が
あ
る
事
業
内
容
に

対
し
支
援
し
ま
す
。

市
内
事
業
者

☎ ☎ ☎ ☎

㊋

㊐

◉

❶ ❷
❸ ❹
❺

☎

㊎

㊐

◉

❶ ❷
☎

け
終
了

※
事
業
の
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す産

業

経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課

（
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

死chiikibusiness@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

市
内
事
業
者
向
け
の
補
助
事
業

の
募
集
や
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の

案
内
な
ど
、各
種
情
報
を
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、気

軽
に
登
録
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

死sangyosom
u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

下田中53番地8
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き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
る
）

額
面
25
万
円（
５
年

償
還
の
記
名
国
債
）

令
和
５
年
３
月
31
日

各
総
合
支
所
市
民
課

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
福

祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

▼
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
援
護
恩
給
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
８
２

　

令
和
３
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
新
築
や
改
修
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

❶
集
会
施
設
の
新
築

お
よ
び
購
入
❷
集
会
施
設
の
修

繕
、模
様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
含
む
）お
よ
び
増
築

補
助

率
２
分
の
１
以
内
で
❶
新
築
＝

１
千
万
円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円❶

門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
お
よ
び
購
入
費
❷

用
地
の
取
得
費
❸
既
存
の
建
物
の

解
体
費
❹
備
品
費
な
ど

11
月
２
日（
月
）

※
事
前
に
実
施
日
程
や
対
象
経
費

な
ど
を
相
談
く
だ
さ
い
。令
和
４

年
度
の
事
業
は
補
助
金
額
な
ど
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

近
年
、過
信
や
慣
れ
に
よ
る
安

易
な
作
業
な
ど
が
重
大
事
故
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。も
う
一
度
、家

族
や
地
域
で
農
作
業
安
全
の
実
践

事
項
を
確
認
し
、正
し
い
機
械
操

作
で
、農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

❶
機
械
や
道
具
の
点
検
・
整
備
❷

休
憩
が
取
れ
る
無
理
の
な
い
作
業

❸
農
道
を
走
行
す
る
際
の
路
肩
状

況
の
確
認
❹
農
作
業
や
機
械
作
業

に
適
し
た
服
装
❺
慎
重
な
ほ
場
へ

の
出
入
り
、慎
重
な
あ
ぜ
越
え
❻

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
財

産
を
売
却
し
ま
す
。

４
月
20
日（
月
）〜
５

月
18
日（
月
）の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）、総
務
部
総
務
課
財

産
係（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）で
交

付
し
ま
す

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、必
要
書
類
を
添
付

し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。申
込
用

紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、総

務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す

▼
個
人
＝
❶
住
民
票

❷
印
鑑
証
明
書
❸
本
籍
地
の
市
町

村
長
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
❹

身
分
証（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険

証
な
ど
の
写
し
）―
各
１
通
▼
法

人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷
代
表

者
の
印
鑑
証
明
書
―
各
１
通

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

◉

土
地迫

町
佐
沼
字
錦
54
―
１

宅
地

４
５
０
平
方
㍍（
１
３
６

坪
）

※
１
平
方
㍍
＝
０
・３
０
２
５
坪
、

１
坪
未
満
は
四
捨
五
入

９
５
７
万
７
千

円

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

戦
没
者
な
ど
に
弔
意
を
表
し
、

遺
族
に「
第
11
回
特
別
弔
慰
金
」を

支
給
し
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の
死

亡
当
時
の
遺
族
で
、令
和
２
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人

（
戦
没
者
等
の
妻
、子
、父
母
な
ど
）

が
い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に
支
給

❶
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
人（
弔
慰
金
受
給

権
者
）

※
弔
慰
金
受
給
権
者
の
死
亡
な

ど
、失
格
事
由
に
該
当
し
た
場
合

は
、次
の
遺
族
に
支
給
し
ま
す

❷
戦
没
者
な
ど
の
子

❸
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、孫
、祖
父

母
、兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
な
ど
と
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
人
が
先
順
位
）

❹
❸
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

❶

❷

❸



23 2020.5

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

事
業
承
継
の
際
に
、後
継
者
が

必
要
と
な
る
株
式
・
事
業
用
資
産

の
取
得
資
金
や
、持
株
会
社
方
式

に
よ
る
事
業
承
継
時
の
株
式
取
得

資
金
に
対
応
す
る
保
証
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
を
承
継
す
る
後
継

者（
個
人
事
業
主
・
法
人
代
表
者
）

ま
た
は
後
継
者
が
設
立
し
た
持
株

会
社

宮
城
県
信
用
保
証

協
会
経
営
支
援
部
経
営
支
援
課

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
２
３
０

▼「
る
」ル
ー
ル
を
親
子
で
話
し
合

お
う

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

５
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分（
無
料
・
要
予
約
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ

（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

な
ど
は
楽
し
い
で
す
が
、正
し
く

使
わ
な
い
と
思
わ
ぬ
犯
罪
被
害
や

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。「
じ
ょ
い
ふ
る
」を

合
言
葉
に
、正
し
く
安
全
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

▼「
じ
」自
画
撮
り
し
な
い
、送
ら

な
い

▼「
よ
」夜
は
使
わ
な
い

▼「
い
」意
地
悪
を
言
わ
な
い
、書

き
込
ま
な
い

▼「
ふ
」フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
で
自
分

を
守
ろ
う

点
検
・
調
整
時
は
、必
ず
エ
ン
ジ
ン

停
止
❼
道
路
走
行
に
備
え
、反
射

板
の
装
着
❽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

農
繁
期
に
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
か
ら
道
路
に
土
が
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。道
路
に
落
ち
た
泥

や
土
の
塊
は
、通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原

因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。皆

さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き

る
よ
う
、路
面
清
掃
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。建

設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

（令和２年３月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,536 9,717 10,279 19,996 （▲95）

登米 1,784 2,267 2,443 4,710 （▲37）

東和 2,327 3,007 3,086 6,093 （▲34）

中田 5,199 7,628 7,908 15,536 （▲99）

豊里 2,134 3,177 3,216 6,393 （▲41）

米山 2,840 4,407 4,514 8,921 （▲47）

石越 1,566 2,359 2,363 4,722 （▲29）

南方 2,720 4,131 4,298 8,429 （▲51）

津山 1,143 1,511 1,648 3,159 （▲15）

合計 27,249 38,204 39,755 77,959 （▲448）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　ゴールデンウイーク期間中は交通量が増え、交通事故の発
生件数も増加する傾向にあります。
　運転する場合は、十分にゆとりを持った計画を立て、疲れ
てきたと感じたら、安全な場所で休憩をとるようにしましょ
う。

（令和２年３月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 45件 37件 ８件

死者数 １人 １人 ０人

負傷者数 58人 46人 12人

物損事故
発生件数 286件 345件 ▲59件

※Ｒ２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.04 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

５
月
26
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
を
あ
っ
せ
ん
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５　

☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です



編

集

後

記

▼
新
し
く
広
報
担
当
に
な
り
、

新
規
採
用
職
員
の
辞
令
交
付
式

で
撮
影
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の

瞳
の
奥
に
あ
る
志
を
感
じ
、自

身
も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

し
た
。新
米
で
す
が
、新
鮮
な
情

報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
本
年
度
か
ら
広
報
紙
の
担
当

部
署
が
、市
長
公
室
か
ら
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
へ
変
わ
り
ま
し

た
。部
署
が
変
わ
っ
た
か
ら
こ

そ
作
れ
る
新
し
い
広
報
紙
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
三
浦
）

▼
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ「
広

報
と
め
」が
３
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。広
報
紙
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
役
で
あ
り
読
者
。市

の
魅
力
、価
値
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が

伝
わ
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り

を
心
掛
け
、本
年
度
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。（
小
野
寺
）

▼
４
月
か
ら
別
の
部
署
へ
異
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。広

報
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、多
く
の
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、そ
の
一
つ
一
つ
が
忘

れ
ら
れ
な
い
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
伊
藤
・
高
橋
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「JA青年の主張全国大会」（全国農協青年組織協
議会主催）は２月18日、メルパルクホール（東京
都港区）で開かれ、添野俊さんが優秀賞を受賞し
た。出場のきっかけは、JAみやぎ登米の南方青年
部長から「逆境の中で一から始めた農業のことを
みんなに話してみたら」と勧められたこと。
　大型トレーラーの運転手だった添野さんは、８
年前に右目を失明し、大型自動車免許が失効した。
仕事を失い、意気消沈していたとき「家でごろごろ
しているなら、わら上げでも手伝え」と地元の先輩
から電話があった。それを機に農業の楽しさに目
覚めていく自らの経験をスピーチした。
　県大会、北海道・東北ブロック大会を優勝して全
国大会へ。全国の舞台では、大勢の観客を前に全力

を出し切った。大会で他の発表者のスピーチを聞
くうちに、「大変なのは自分だけじゃない、片目を
失ったくらいなんでもない」と考え方が変わって
いく。「就農後、人と話す機会が増えたら、その人の
いいところが見えるようになった。ある意味、目が
よくなったね」と添野さんは笑う。そして、お世話
になった全ての人のためにも、最優秀賞を取って
恩返しをしたいと考えるようになっていた。しか
し結果は優秀賞。悔しさで涙があふれた。
　「今回のスピーチは、みんなに自分のこれからを
宣言したようなもの。立派なことを言ったからに
は、それに見合うことをやっていかないと」―。大型
トレーラーから農耕用トラクターにハンドルを持
ち替えた添野さんの農業ライフは始まったばかり。

Profi le
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